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章
懐
太
子
李
賢
と
李
賢
墓
壁
画

小
　
　
林

　
　
　
　
　
岳

は
じ
め
に

　
章
懐
太
子
李
賢
は
、
唐
の
第
三
代
皇
帝
高
宗
と
則
天
武
后
の
第
二
子
と
し
て
生
ま
れ
、
皇
太
子
時
代
に
范
曄
『
後
漢
書
』
の
注
釈
書
で

あ
る
『
後
漢
書
注
』
を
撰
述
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
生
涯
は
平
穏
で
は
な
く
、
母
の
則
天
武
后
と
対
立
し
て
太

子
を
廃
さ
れ
、
巴
州
に
流
さ
れ
て
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
悲
劇
の
人
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、『
後
漢
書
注
』
に
記
し
た
則
天
武
后
へ
の
批

判
が
惹
起
し
た
母
子
の
対
立
と
、
そ
れ
に
敗
北
し
た
李
賢
が
た
ど
る
廃
太
子
と
長
安
幽
閉
、
巴
州
謫
徙
と
逼
令
自
殺
、
名
誉
回
復
と
乾
陵

陪
葬
に
つ
い
て
概
説
し
、
あ
わ
せ
て
一
九
七
二
年
に
章
懐
太
子
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
壁
画
群
に
つ
い
て
概
説
す
る
も
の
で
あ
る
。 

高
宗
八
子
と
章
懐
太
子
李
賢

　
ま
ず
は
章
懐
太
子
李
賢
に
つ
い
て
、
そ
の
人
物
像
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
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章
懐
太
子
李
賢
は
、左
表
に
示
す
ご
と
く
唐
の
第
三
代
皇
帝
で
あ
る
高
宗
（
位
六
四
九
～
六
八
三
）
の
八
子
の
う
ち
李
忠
（
追
封
燕
王
）、

李
孝
（
追
贈
原
王
）、
李
上
金
（
追
封
沢
王
）、
李
素
節
（
追
封
許
王
）
に
つ
づ
い
て
、
則
天
武
后
の
所
生
と
な
る
李
弘
（
贈
孝
敬
皇
帝
）、

李
賢
（
贈
章
懐
太
子
）、
李
顕
（
中
宗
）、
李
旦
（
睿
宗
）
ら
四
子
の
う
ち
の
第
二
子
と
し
て
高
宗
の
永
徽
五
年
（
六
五
四
）
十
二
月
に
生

ま
れ
た
。
そ
し
て
李
賢
は
生
後
一
月
に
も
満
た
ぬ
翌
六
年
正
月
に
潞
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
ち
岐
州
刺
史
、
雍
州
牧
、
幽
州
都
督
な
ど
が
加

授
さ
れ
、
さ
ら
に
沛
王
お
よ
び
雍
王
に
改
封
さ
れ
て
上
元
二
年
（
六
七
五
）
六
月
、
皇
太
子
に
冊
立
さ
れ
た
。
時
に
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

           

高
宗
八
子
表

第
一
子
李
忠

（
追
封
燕
王
　
　
生
母
劉
氏
　
　
　
生
没
年
　
六
四
三
～
六
六
四
）

→

賜
死

第
二
子
李
孝

（
追
贈
原
王
　
　
生
母
鄭
氏
　
　
　
　
同
　
　
　
？
　
～
六
六
四
）

→

早
薨

第
三
子
李
上
金

（
追
封
沢
王
　
　
生
母
楊
氏
　
　
　
　
同
　
　
　
？
　
～
六
九
〇
）

→

被
殺

第
四
子
李
素
節

（
追
封
許
王
　
　
生
母
蕭
淑
妃
　
　
　
同
　
　
六
四
八
～
六
九
〇
）

→

被
縊

第
五
子
李
弘

（
贈
孝
敬
皇
帝
　
生
母
則
天
武
后
　
　
同
　
　
六
五
二
～
六
七
五
）

→

酖
殺

第
六
子
李
賢

（
贈
章
懐
太
子
　
　
　
同
　
　
　
　
　
同
　
　
六
五
四
～
六
八
四
）

→

迫
令
自
殺

第
七
子
李
顕

（
中
宗
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
同
　
　
六
五
六
～
七
一
〇
）

→

遇
毒
崩
于
神
龍
殿

第
八
子
李
旦

（
睿
宗
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
同
　
　
六
六
二
～
七
一
六
）

→

崩
于
百
福
殿
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こ
の
皇
太
子
時
代
に
、
李
賢
は
当
代
一
流
の
学
者
た
ち
を
自
邸
に
招
集
し
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
主
宰
者
と
な
っ
て
自
ら
も
筆
を
執
り
、

完
成
さ
せ
た
の
が
范
曄
『
後
漢
書
』
紀
伝
部
の
注
釈
書
で
あ
る
『
後
漢
書
注
』
一
二
〇
巻
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
後

漢
王
朝
（
二
五
～
二
二
〇
）
と
そ
の
前
後
の
時
代
の
理
解
に
指
針
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
他
書
に
は
見
ら
れ
ぬ
佚
亡
書
の
内
容
を
伝
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
学
術
的
な
価
値
に
は
計
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　『
後
漢
書
注
』
は
成
書
後
ま
も
な
い
儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）
十
二
月
、
高
宗
に
奉
呈
さ
れ
て
宮
中
秘
閣
に
収
蔵
さ
れ
、
唐
朝
の
基
本
的

な
歴
史
書
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
李
賢
は
、
そ
の
五
年
の
の
ち
永
隆
元
年
（
六
八
〇
）
八
月
に
、
か
ね
て
対
立
し
て
い
た
生
母
の
則
天
武
后
に
よ
っ
て
太

子
を
廃
さ
れ
て
長
安
に
幽
閉
、
つ
い
で
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
十
一
月
に
は
庶
人
と
さ
れ
て
一
家
と
も
ど
も
巴
州
に
謫
徙
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
文
明
元
年
（
六
八
四
）
二
月
、
則
天
武
后
の
密
命
を
帯
び
た
丘
神
勣
に
巴
州
の
公
館
で
自
殺
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
享
年
三
十
一

で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
、
雍
王
を
追
贈
さ
れ
た
李
賢
の
遺
骸
は
巴
州
の
化
城
県
境
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
そ
の
喪
柩
は
二
十
余
年
に
わ
た
っ

て
帰
葬
を
許
さ
れ
ず
、
か
の
地
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

『
後
漢
書
注
』
に
見
え
る
則
天
武
后
と
外
戚
へ
の
批
判

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
、 

李
賢
と
則
天
武
后
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
対
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
解
く
関
鍵
が
左
に
引
用
す
る
注
記
で
あ

る
。  

　

　
　
⑴�

前
書
に
曰
く
、
高
帝
功
臣
と
約
す
ら
く
、
劉
氏
に
非
ざ
れ
ば
王
た
る
べ
か
ら
ず
。
有
功
に
非
ざ
れ
ば
侯
た
る
べ
か
ら
ず
。
約
に
如し

か

ら
ざ
れ
ば
、
天
下
共
に
之
を
擊
つ
べ
し
、
と
。�

（『
後
漢
書
』
巻
一
〇
皇
后
紀
上
李
賢
注
）

　
　
⑵�

高
帝
の
呂
后
、
昭
帝
の
上
官
后
、
宣
帝
霍
后
、
成
帝
の
趙
后
、
平
帝
の
王
后
、
章
帝
の
竇
后
、
和
帝
の
鄧
后
、
安
帝
の
閻
后
、
桓



―4―

帝
の
竇
后
、
順
帝
の
梁
后
、
霊
帝
の
何
后
ら
の
家
は
、
或
い
は
貴
盛
を
以
て
驕
奢
と
な
り
、
或
い
は
摂
位
を
以
て
権
重
き
も
、
皆

な
盈え

い

極
を
以
て
誅
せ
ら
る
る
な
り
。�

（『
後
漢
書
』
巻
一
六
鄧
寇
伝
李
賢
注
）

　
　
⑶�
外
家
と
は
、
当
に
后
家
為た

る
べ
し
。
二
十
な
る
者
は
、
謂お

も

え
ら
く
、
高
帝
の
呂
后
の
産
と
禄
と
は
謀
反
し
て
誅
さ
れ
、
惠
帝
の
張

皇
后
は
廃
さ
れ
、
文
帝
の
母
薄
太
后
の
弟
昭
は
殺
さ
れ
、
孝
文
帝
の
竇
皇
后
の
従
昆
弟
の
子
嬰
は
誅
さ
れ
、
景
帝
の
薄
皇
后
、
武

帝
の
陳
皇
后
は
並
び
に
廃
さ
れ
、
衛
皇
后
は
自
殺
し
、
昭
帝
の
上
官
皇
后
の
家
は
族
誅
さ
れ
、
宣
帝
の
祖
母
史
良
娣
は
巫ふ

蠱こ

の
為

め
に
死
し
、
宣
帝
の
母
王
夫
人
の
弟
の
子
商
は
下
獄
し
て
死
し
、
霍
皇
后
の
家
は
破
れ
、
元
帝
の
王
皇
后
の
弟
の
子
莽
は
位
を
簒う

ば

い
、
成
帝
の
許
皇
后
は
死
を
賜
わ
り
、
趙
皇
后
は
廃
さ
れ
て
自
殺
し
、
哀
帝
の
祖
母
傅
太
后
の
家
属
は
合
浦
に
徙う

つ

さ
れ
、
平
帝
の

母
衛
姬
の
家
属
は
誅
さ
れ
、
昭
帝
の
趙
太
后
は
憂
死
す
る
是
れ
な
り
。
四
人
な
る
者
は
、
哀
帝
の
母
丁
姬
、
景
帝
の
王
皇
后
、
宣

帝
の
許
皇
后
、
王
皇
后
に
し
て
、
其
の
家
族
も
並
び
に
全
し
。�

（『
後
漢
書
』
巻
五
二
崔
駰
伝
李
賢
注
）

    

⑷
呂
后
専
制
す
る
や
、
兄
の
子
禄
を
以
て
趙
王
上
将
軍
と
為
し
、
産
を
梁
王
相
国
と
為
し
、
各
お
の
南
北
の
軍
を
領
せ
し
む
。
呂
后

　
　
　
崩
じ
、
乱
を
為
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
絳
侯
周
勃
、
朱
虚
侯
劉
章
ら
共
に
之
を
誅
す
。�

（『
後
漢
書
』
巻
七
四
上
袁
紹
伝
李
賢
注
）

こ
こ
で
内
容
を
確
認
す
る
と
、

　
⑴
は
前
漢
建
国
時
に
お
け
る
高
祖
（
劉
邦
）
の
約
定
で
「
劉
氏
に
非
ざ
れ
ば
王
た
る
べ
か
ら
ず
。
有
功
に
非
ざ
れ
ば
侯
た
る
べ
か
ら
ず
。

約
に
如し

か

ら
ざ
れ
ば
、
天
下
共
に
之
を
擊
つ
べ
し
」
と
す
る
。

　
⑵
は
前
漢
時
代
の
高
帝
（
高
祖
）
の
呂
皇
后
、
昭
帝
の
上
官
皇
后
、
宣
帝
の
霍
皇
后
、
成
帝
の
趙
皇
后
、
平
帝
の
王
皇
后
お
よ
び
後
漢

時
代
の
章
帝
の
竇
皇
后
、
和
帝
の
鄧
皇
后
、
安
帝
の
閻
皇
后
、
桓
帝
の
竇
皇
后
、
順
帝
の
梁
皇
后
、
霊
帝
の
何
皇
后
ら
の
生
家
は
「
或
い

は
貴
盛
を
以
て
驕
奢
と
な
り
、
或
い
は
摂
位
を
以
て
権
重
き
も
、
皆
な
盈え

い

極
を
以
て
誅
せ
ら
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
⑶
は
後
漢
の
竇
太
后
の
臨
朝
称
制
時
に
、
詔
命
を
私
し
た
兄
の
竇
憲
を
誡
告
す
る
上
書
に
付
さ
れ
た
注
釈
で
、
前
後
漢
を
通
じ
て
皇
后

を
輩
出
し
た
二
十
家
の
う
ち
十
七
人
の
皇
后
と
皇
太
后
が
廃
位
、
賜
死
、
自
殺
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
一
族
も
族
誅
、
獄
死
に
追
い
込
ま
れ
た
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こ
と
を
記
し
て
、
皇
后
自
身
と
親
族
を
保
全
で
き
た
の
は
哀
帝
の
母
丁
姬
、
景
帝
の
王
皇
后
、
宣
帝
の
許
皇
后
お
よ
び
王
皇
后
の
四
人
の

み
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
⑷
は
呂
太
后
の
専
制
時
代
に
、
そ
の
次
兄
の
子
呂
禄
を
趙
王
上
将
軍
に
任
じ
て
禁
衛
の
北
軍
の
指
揮
を
委
ね
、
長
兄
の
子
呂
産
を
梁
王

相
国
に
任
じ
て
南
軍
を
指
揮
さ
せ
た
が
、
こ
の
二
人
は
太
后
崩
御
後
に
反
乱
を
企
て
た
た
め
、
絳
侯
周
勃
と
朱
虚
侯
劉
章
が
誅
滅
し
た
こ

と
を
注
記
す
る
。

　
こ
こ
で
は
漢
代
に
お
け
る
皇
后
廃
位
や
外
戚
誅
殺
の
事
例
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
李
賢
は
「
非
劉
氏
不
王
」・「
皇
后
廃

自
殺
」・「
太
后
憂
死
」
と
記
す
危
険
性
を
承
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
学
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
抑
筆
の
諌
言
が
な
さ
れ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
こ
の
注
釈
が
皇
太
子
李
賢
の
名
に
お
い
て
作
成
さ
れ
、
そ
の
責
任
の
も
と
で
奉
呈
さ
れ
た
こ
と
は
天

下
に
隠
れ
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
注
記
が
挟
入
さ
れ
た
の
か
。
こ
こ
で
そ
の
意
図
を
推
測
す
る
と
、
李
賢
は
大
唐
の
皇
太
子
と
し
て
麟
徳

元
年
（
六
六
四
）
か
ら
十
二
年
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
る
則
天
武
后
の
垂
簾
聴
政
を
お
わ
ら
せ
、
併
せ
て
外
戚
武
氏
一
党
の
勢
力
を

殺
い
で
政
治
体
制
を
正
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
然
な
が
ら
、
そ
の
胸
底
に
は
年
齢
、
気
力
、
学
識
と
も
ど
も
皇
位
継
承
に

相
応
し
い
と
す
る
自
負
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
李
賢
の
脳
裏
に
は
肝
を
据
え
て
則
天
武
后
の
退
休
と
み
ず
か
ら
の
即
位
を
直
言
し
た
あ
げ
く
母
に
鴆
殺
さ
れ
た
兄
李
弘
の
末

路
が
生
々
し
く
残
り
、
そ
の
よ
う
な
行
動
は
尚
早
と
の
判
断
も
消
し
が
た
く
存
在
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
李
賢
は
『
後
漢

書
注
』
に
間
接
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
、
父
高
宗
に
奉
呈
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
わ
ば
バ
ロ
ン
＝
デ
ッ
セ
ー
を
あ
げ
て
現
況
を

俯
瞰
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
李
賢
が
得
た
の
は
あ
り
き
た
り
の
褒
辞
を
並
べ
た
高
宗
の
手
勅
の
み
で
、
母
則
天
武
后
の
反
応

は
想
定
を
越
え
て
厳
し
く
、
李
賢
を
戦
慄
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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則
天
武
后
と
李
賢
の
相
克

　
李
賢
の
意
図
を
察
し
た
則
天
武
后
の
警
戒
心
と
憎
悪
は
い
や
増
し
に
増
し
た
に
相
違
な
い
。
こ
れ
よ
り
三
年
八
か
月
に
わ
た
る
母
子
の

相
克
が
つ
づ
き
、敗
北
し
た
李
賢
は
太
子
を
廃
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
そ
の
経
緯
を
説
明
す
る
と
、呪
い
で
鬼
神
を
役
使
す
る
符
劾
（
厭

勝
）
の
術
に
よ
っ
て
則
天
武
后
に
仕
え
る
明
崇
𠑊
は
、
李
賢
は
皇
位
継
承
に
堪
え
ぬ
と
し
た
上
で
、
英
王
（
李
顕
）
の
容
姿
は
太
宗
に
生

き
写
し
、
相
王
（
李
旦
）
の
相
貌
こ
そ
最
も
貴
い
と
す
る
密
告
を
則
天
武
后
に
く
り
返
し
た
。
こ
れ
は
李
賢
の
更
迭
と
弟
た
ち
の
立
太
子

を
示
唆
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
知
っ
た
李
賢
は
明
崇
𠑊
を
憎
悪
し
、
こ
の
武
后
側
近
と
の
確
執
が
李
賢
の
破
滅
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
が
、

時
あ
た
か
も
宮
中
で
李
賢
の
実
母
は
則
天
武
后
の
姉
韓
国
夫
人
で
あ
る
と
す
る
噂
が
囁
か
れ
、
李
賢
に
深
い
疑
い
と
懼
れ
を
抱
か
せ
た
。

　
則
天
武
后
の
姉
韓
国
夫
人
に
つ
い
て
『
資
治
通
鑑
』
乾
封
元
年
（
六
六
六
）
の
条
は
「
韓
国
夫
人
及
び
其
の
女

む
す
め

は
、
后
の
故
を
以
て
禁

中
に
出
入
し
、
皆と

も

に
幸
を
上
に
得
る
。
韓
国
尋つ

い
で
卒
す
れ
ば
、
其
の
女
に
魏
国
夫
人
を
賜
号
す
。
上
、
魏
国
を
以
て
内
職
に
為
さ
ん
と

欲
す
る
も
、
心
、
后
に
難

う
れ
い

て
未
だ
決
せ
ず
。
后
之こ

れ

を
悪に

く

む
。（
中
略
）、
后
密
か
に
毒
を
醢
中
に
置
き
、
魏
国
を
し
て
之
を
食
せ
し
む
。
暴に

わ

か
に
卒
す
」
と
記
す
。
す
な
わ
ち
武
后
の
縁
故
で
禁
中
に
出
入
す
る
韓
国
夫
人
は
女
と
も
ど
も
高
宗
の
寵
愛
を
受
け
た
が
、
ほ
ど
な
く
卒

し
た
と
す
る
。
そ
の
死
因
は
不
明
で
あ
る
が
、
の
ち
に
魏
国
夫
人
を
賜
号
さ
れ
た
女
も
叔
母
武
后
に
憎
ま
れ
て
鴆ち

ん

殺さ
つ

さ
れ
た
こ
と
か
ら
す

る
と
、
同
じ
く
武
后
に
殺
害
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
宮
中
で
知
ら
ぬ
も
の
の
な
い
韓
国
夫
人

の
不
審
死
に
李
賢
の
出
生
の
秘
密
を
重
ね
る
流
説
が
放
た
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
李
賢
の
心
を
乱
し
て
不
測
の
言
行
を
誘
発
さ

せ
、
廃
位
を
狙
う
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
首
謀
者
は
武
后
自
身
か
そ
れ
に
阿

お
も
ね

る
人
物
と
の
推
測
も
成
り
立
つ
。     

　
以
上
は
儀
鳳
二
年
（
六
七
七
）
以
後
の
事
例
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
年
十
二
月
に
奉
呈
さ
れ
た
『
後
漢
書
注
』
の
内
容
を
確
認
し
た
則

天
武
后
と
側
近
が
李
賢
に
突
き
つ
け
た
警
告
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
そ
こ
に
は
長
男
の
李
弘
で
す
ら
鴆
殺
し
た
の
だ
か
ら
、
姉
の
子
な
ど
容

赦
せ
ぬ
と
す
る
風
諭
が
込
め
ら
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
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武
后
の
責
譲
と
李
賢
の
鬱
懼

　
た
だ
し
、
則
天
武
后
は
重
用
す
る
北
門
学
士
に
皇
太
子
の
心
得
を
説
く
『
少
陽
政
範
』
お
よ
び
『
孝
子
伝
』
を
撰
述
さ
せ
て
李
賢
に
賜

与
し
、
さ
ら
に
書
簡
を
も
っ
て
責
譲
を
く
り
返
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
聴
政
者
と
し
て
宮
中
を
圧
す
る
視
線
と
は
異

な
る
母
の
ま
な
ざ
し
を
重
ね
た
戒
訓
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
よ
う
な
硬
軟
織
り
交
ぜ
る
圧
力
に
対
し
て
、
李
賢
は
「
逾い

よ

い
よ
自
か

ら
安
ん
ぜ
ず
」
と
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
折
の
李
賢
の
鬱
情
を
伝
え
る
も
の
に
「
黄
台
瓜
の
辞
」
が
あ
る
。
左
は
そ
れ
が
作
成
さ
れ
た
経
緯
を
記
す
も
の
で
、
安
史
の
乱

（
七
五
五
～
七
六
三
）に
際
し
て
玄
宗
の
第
三
子
肅
宗（
位
七
五
六
～
七
六
二
）が
宦
官
の
讒
言
に
よ
っ
て
第
三
子
建
寧
王
李
倓
に
死
を
賜
っ

た
こ
と
に
対
す
る
李
泌
の
上
奏
文
で
あ
る
。

臣
は
幼
稚
の
時
、
黄
台
瓜
の
辞
を
念
ず
。
陛
下
嘗
て
其
の
説
を
聞
く
や
。
高
宗
大
帝
に
八
子
有
り
、
睿
宗
は
最
も
幼
し
。
天
后
の
生

む
所
は
四
子
、
自
ら
行
第
を
為
す
。
故
に
睿
宗
は
第
四
な
り
。
長
は
孝
敬
皇
帝
と
曰
い
、
太
子
監
国
と
為
り
て
、
仁
明
孝
悌
な
り
。

天
后
方
に
臨
朝
を
図
ら
ん
と
し
て
、
乃
ち
孝
敬
を
鴆
殺
し
、
雍
王
賢
を
立
て
て
太
子
と
為
す
。
賢
日
毎ご

と

に
憂
い
惕お

そ

れ
、
必
ず
や
保
全

せ
ざ
る
を
知
る
。
二
弟
（
李
顕
と
李
旦
）
と
同と

も

に
父
母
の
側
に
侍
す
る
も
、
敢
て
言
う
に
由
無
し
。
乃
ち
黄
台
瓜
の
辞
を
作
り
、
楽

工
を
し
て
之
を
歌
わ
し
め
、
天
后
之
を
聞
き
て
省
悟
し
、
卽
ち
哀
愍
の
生
ぜ
ん
こ
と
を
冀

こ
い
ね
がう

。
辞
に
云
く
、
瓜
を
種う

う
黄
台
の
下
、

瓜
熟
せ
ば
子み

離
離
た
り
。
一
た
び
摘つ

め
ば
瓜
を
し
て
好よ

か
ら
し
め
、
再
た
び
摘
め
ば
瓜
を
し
て
稀
な
ら
し
む
。
三
た
び
摘
め
ば
猶
お

尚
お
可
な
る
も
、
四
た
び
摘
め
ば
蔓
を
抱
き
て
帰
る
、
と
。
而
し
て
太
子
賢
終
に
天
后
の
逐
う
所
と
為
り
、
黔け

ん

中
に
死
す
、
と
。

　�
（『
旧
唐
書
』
巻
一
一
六
肅
宗
代
宗
諸
子
伝
＝
承
天
皇
帝
倓
伝
）

　
肅
宗
に
と
っ
て
則
天
武
后
は
曽
祖
母
、
李
弘
李
賢
兄
弟
は
大
伯
父
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
李
賢
は
臨
朝
称
制
を
は
か
る
則
天
武
后
が
長
兄

李
弘
を
鴆
殺
し
た
こ
と
を
前
提
に
四
兄
弟
を
玉
座
の
も
と
に
植
え
ら
れ
た
瓜
に
な
ぞ
ら
え
、
さ
ら
に
瓜
を
間
引
く
こ
と
な
か
れ
と
哀
願
す
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る
の
で
あ
る
。
李
泌
の
上
奏
は
李
賢
の
薨
去
か
ら
七
十
年
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
話
柄
が
禁
忌
と
さ
れ
る
こ
と
な
く
宮
中
で

語
り
継
が
れ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
高
宗
朝
に
あ
っ
て
も
知
ら
ぬ
も
の
の
な
い
「
秘
密
」
で
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。   

章
懐
太
子
李
賢
関
係
年
表

永
徽
五
年（
六
五
四
）

李
賢
一
歳

十
二
月
　
李
賢
誕
生
。

永
徽
六
年（
六
五
五
）

二
歳

正
月
　
潞
王
に
始
封
さ
れ
る
。

顕
慶
元
年（
六
五
六
）

三
歳

岐
州
刺
史
と
な
り
、
雍
州
牧
、
幽
州
都
督
を
加
授
さ
れ
る
。

始
め
て
出
閤
し
、
長
安
安
定
坊
に
王
宅
を
置
く
。

顕
慶
三
年（
六
五
八
）

五
歳

南
陽
張
氏
〈
十
四
歳
〉
を
納
妃
。

龍
朔
元
年（
六
六
一
）

八
歳

九
月
　
　
李
賢
沛
王
に
徙
封
さ
れ
る
。

麟
徳
元
年（
六
六
四
）

十
一
歳

高
宗
の
風
○
を
理
由
に
則
天
武
后
の
垂
簾
聴
政
開
始
。

麟
徳
二
年（
六
六
五
）

十
二
歳

右
衛
大
将
軍
を
加
授
。
父
高
宗
の
泰
山
封
禅
に
扈
従
し
、
兗
州
都
督
を
兼
任
す
る
。

咸
亨
三
年（
六
七
二
）

十
九
歳

こ
の
年
ま
で
に
第
二
子
李
守
礼
（
生
母
南
陽
張
氏
）
誕
生
。

九
月  

雍
王
に
徙
封
さ
れ
る
。

上
元
二
年（
六
七
五
）

二
十
二
歳

二
月

　
清
河
房
氏
（
十
八
歳
）
を
納
妃
。
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六
月
　
皇
太
子
に
冊
立
さ
れ
る
。

儀
鳳
元
年（
六
七
六
）

二
十
三
歳

第
一
次
監
国
就
任
。

十
二
月 

『
後
漢
書
注
』
を
高
宗
に
奉
呈
。

儀
鳳
四
年（
六
七
九
）

二
十
六
歳

第
二
次
監
国
就
任
。

調
露
二
年（
六
八
〇
）

二
十
七
歳

八
月
　
皇
太
子
を
廃
さ
れ
、
庶
人
に
下
さ
れ
て
長
安
に
幽
閉
さ
れ
る
。

（
永
隆
元
年
）

永
淳
二
年（
六
八
三
）

三
十
歳

十
一
月
　
房
氏
と
張
氏
お
よ
び
三
子
と
も
に
巴
州
に
謫
徙
さ
れ
る
。

文
明
元
年（
六
八
四
）

三
十
一
歳

二
月
末
　
中
宗
廃
位
、
皇
太
子
李
旦
（
睿
宗
）
即
位
。

（
嗣
聖
・
光
宅
）

二
月
二
十
日
　
　
巴
州
の
別
館
に
お
い
て
薨
ず
（「
雍
王
墓
誌
」）。

二
月
二
十
七
日
　
巴
州
の
公
館
に
お
い
て
終

み
ま
か

る
（「
章
懐
墓
誌
」）。

垂
拱
元
年（
六
八
五
）

三
月
二
十
九
日
　
雍
王
を
追
贈
さ
れ
て
、
巴
州
の
化
城
県
境
に
葬
ら
れ
る
。

天
授
元
年（
六
九
〇
）

九
月

　
武
周
革
命
。

神
龍
元
年（
七
〇
五
）

一
月

　
中
宗
重
祚
、
唐
の
再
興
。

十
一
月

　
則
天
武
后
崩
御
、
享
年
八
十
三
？

神
龍
二
年（
七
〇
六
）

七
月
一
日

　
故
雍
王
李
賢
を
乾
陵
に
陪
葬
。



―10―

景
龍
二
年（
七
〇
八
）

四
月
　
南
陽
張
氏
薨
去
、
享
年
六
十
四
。
雍
王
良
娣
と
し
て
雍
王
李
賢
墓
域
に
埋
葬
。

景
龍
四
年（
七
一
〇
）

六
月
　
中
宗
、
韋
后
・
安
楽
公
主
に
毒
殺
さ
れ
る
。
享
年
五
十
五
。

（
唐
隆
元
年
）

睿
宗
の
子
李
隆
基
挙
兵
し
て
韋
后
、
安
楽
公
主
を
誅
殺
。

景
雲
元
年（
七
一
〇
）

六
月  

睿
宗
重
祚
。

景
雲
二
年（
七
一
一
）

四
月
十
九
日
　
　 

故
李
賢
に
章
懐
太
子
追
贈
。

六
月
十
六
日
　
　 

清
河
房
氏
薨
去
、
享
年
五
十
四
。

十
月
十
日
　
　
　 

故
張
氏
に
章
懐
太
子
良
娣
を
追
贈
。

十
月
十
九
日
　
　 

故
房
氏
を
章
懐
太
子
李
賢
墓
に
同
穴
埋
葬
。

十
月
二
十
五
日
　 

故
李
守
義
の
妃
楊
氏
を
追
冊
。

廷
和
元
年（
七
一
二
）

八
月
　
睿
宗
譲
位
、
皇
太
子
李
隆
基
（
玄
宗
）
即
位
。

李
賢
の
第
二
次
監
国
就
任
と
明
崇
𠑊
の
殺
害

  

李
賢
の
立
太
子
は
上
元
二
年
（
六
七
五
）
六
月
、
五
年
二
か
月
後
の
調
露
二
年
（
六
八
〇
）
八
月
に
廃
さ
れ
た
。
こ
の
間
に
二
度
に
わ

た
っ
て
国
政
を
総
理
す
る
監
国
と
な
り
、
時
論
の
称
賛
を
得
て
い
る
。

　
第
一
次
は
立
太
子
後
ほ
ど
な
い
こ
ろ
で
、
儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）、
高
宗
は
手
勅
を
賜
っ
て
「
皇
太
子
賢
は
、
頃

こ
の
ご
ろ

監
国
た
り
て
よ
り
、
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心
を
政
要
に
留
む
。
撫
字
の
道
は
、
哀
矜
に
既
尽
し
、
刑
網
の
所
施
は
、
審
察
に
務
存
す
」
と
し
て
、
そ
の
執
政
は
慈
し
み
深
く
、
哀
矜

を
尽
く
し
て
、
慎
重
に
刑
罰
を
運
用
す
る
と
評
し
、
ま
た
「
加
う
る
に
余
暇
に
聴
覧
し
、
墳
典
に
専
精
す
。
往
聖
の
遺
編
は
咸み

な
壼
奧
に

窺う
か
がい

、
先
王
の
策
府
は
備

つ
ぶ
さ

に
菁
華
を
討た

ず

ぬ
」
と
し
て
、
余
暇
に
は
経
典
を
深
く
学
び
、
往
古
の
聖
人
、
帝
王
の
書
策
を
検
討
す
る
精
勤
ぶ

り
を
褒
め
て
賜
物
五
百
段
を
下
し
た
。
こ
れ
は
李
賢
の
真
面
目
な
性
格
と
学
問
を
好
む
姿
勢
、
さ
ら
に
は
慈
愛
に
満
ち
た
高
い
行
政
能
力

を
確
認
す
る
も
の
で
、
新
た
に
立
て
た
皇
太
子
が
国
家
の
柱
石
た
る
こ
と
を
宮
中
内
外
に
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
高
宗
は
こ
れ
に

よ
っ
て
前
皇
太
子
李
弘
の
鴆
殺
に
動
揺
す
る
人
心
の
沈
静
化
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
次
は
資
治
通
鑑
』
調
露
元
年
（
六
七
九
、
儀
鳳
四
年
六
月
改
元
）
の
条
に
、

五
月
壬
午
、
崇
𠑊
盗
の
殺
す
所
と
為
り
、
賊
を
求
む
れ
ど
竟つ

い

に
得
ず
。
崇
𠑊
に
侍
中
を
贈
る
。
丙
戌
、
太
子
を
し
て
監
国
と
す
。
太

子
の
所
事
は
明
審
に
し
て
、
時
人
之
を
称ほ

む
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
明
崇
𠑊
が
何
者
か
に
殺
害
さ
れ
、
犯
人
が
特
定
さ
れ
ぬ
ま
ま
そ
の
四
日
後
に
李
賢
の
監
国
就
任
が
実
現
し
て
い
る
こ

と
に
注
意
し
た
い
。
こ
こ
で
一
言
す
れ
ば
、
第
一
次
は
命
ぜ
ら
れ
る
ま
ま
の
就
任
で
あ
ろ
う
が
、
今
次
は
自
身
の
決
意
に
よ
る
と
見
る
べ

き
で
、
李
賢
は
は
じ
め
て
則
天
武
后
と
の
権
力
闘
争
で
攻
勢
に
転
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
一
年
三
か
月
後
の
調

露
二
年
八
月
に
李
賢
は
庶
人
に
下
さ
れ
、
長
安
に
幽
閉
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
の
情
況
に
つ
い
て
史
料
は
お
し
な
べ
て
沈
黙
す
る

が
、
武
后
一
党
と
の
暗
闘
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
李
賢
は
敗
北
し
、
追
い
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
太
子
司
議
郎
と
し
て
李
賢
に
仕
え
る
韋
承
慶
の
諌
言
か
ら
そ
の
情
況
を
確
認
し
た
い
。

イ
儀
鳳
四
年
五
月
、
詔
し
て
皇
太
子
賢
を
監
国
と
す
。
時
に
太
子
頗
る
声
色
を
近
づ
け
、
戸
奴
等
と
款か

ん

狎こ
う

す
。
承
慶
上
書
し
て
諫
め

て
曰
く
、
ロ
伏
し
て
北
門
の
内
を
承あ

お

ぐ
に
、
造
作
は
不
常
に
し
て
、
翫
好
の
所
営
は
、
或
い
は
煩
費
す
る
有
り
。
ハ
倡
優
の
雑
伎
は
、

前
に
息
ま
ず
、
鼓
吹
の
繁
声
は
、
亟し

ば

し
ば
外
に
聞
こ
え
、
既
に
聴
覧
を
喧

か
し
が
まし

く
し
、
且
つ
宮
闈い

を
黷け

が

す
。
ニ
之こ

れ

に
兼な

ら

べ
る
僕
隷
小
人

は
、
此
に
縁
り
て
左
右
に
親
し
む
を
得
れ
ば
、
亦
た
既
に
顏
色
を
奉
承
し
、
能
く
恩
光
に
恃
託
せ
ず
。
福
を
作な

し
威
を
作
す
こ
と
、
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此
に
由
ら
ざ
る
は
莫
く
、
防
愼
を
加
え
ざ
れ
ば
、
必
ず
や
愆け

ん

非ぴ

有
ら
ん
。
ホ
儻も

し
德
音
を
累
ね
る
こ
と
微な

け
れ
ば
、
後
に
之
を
悔
む

も
何
を
か
及
ば
ん
や
。
書
に
云
う
、
無
益
を
作
し
て
有
益
を
害
す
る
こ
と
な
か
れ
、
と
。
此
は
皆
な
無
益
の
事
、
固
よ
り
耽
し
て
之

を
悅
ぶ
べ
か
ら
ず
。
ヘ
伏
し
て
願
う
ら
く
は
、
経
書
を
博
覧
し
、
以
て
其
の
德
を
広
げ
、
声
色
を
屏
退
し
、
以
て
其
の
情
を
抑
え
よ
。

静
黙
に
し
て
無
為
、
恬
虚
に
し
て
寡
欲
、
礼
に
非
ざ
れ
ば
動
く
勿な

か
れ
、
法
に
非
ざ
れ
ば
言
う
勿
か
れ
。
ト
居
所
と
服
玩
は
、
必
ず

節
檢
に
循

し
た
が

い
、
畋
猟
と
遊
娯
は
、
縱
逞
を
為
す
な
か
れ
、
と
。�

（『
旧
唐
書
』
巻
八
八
韋
承
慶
伝
）

　
こ
こ
で
韋
承
慶
は
、
イ
儀
鳳
四
年
五
月
、
詔
を
奉
じ
て
監
国
と
な
っ
た
李
賢
は
音
楽
と
女
色
に
溺
れ
、
奴
僕
と
狎な

れ
合
っ
て
い
た
た
め

諌
言
す
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
血
眼
に
な
っ
て
李
賢
の
非
を
捜
求
す
る
武
后
一
党
に
危
機
感
を
覚
え
た
韋
承
慶
の
忠
言
に
ほ
か
な
ら
ず
、

以
下
、
皇
太
子
に
悖
る
行
為
を
具
体
的
に
示
し
て
改
善
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ロ
東
宮
の
装
飾
は
常
識
外
で
、
好
み
の
ま
ま
の

造
営
は
濫
費
を
ま
ね
く
。
加
え
て
ハ
前
庭
で
は
倡
優
の
雑
伎
が
止
ま
ず
、
鼓
吹
の
音
色
は
牆
外
に
洩
れ
て
、
天
子
の
聴
覧
を
さ
わ
が
し
、

後
宮
を
穢
す
と
す
る
。
こ
れ
は
前
掲
の
「
黄
台
瓜
の
辞
」
の
一
件
を
彷
彿
さ
せ
る
が
、
そ
の
歌
唱
と
音
楽
は
宮
中
の
秩
序
を
乱
す
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
太
子
の
取
巻
き
に
言
及
し
て
、
ニ
そ
の
僕
隷
や
小
人
ら
は
太
子
を
た
の
み
、
顏
色
を
奉
承
す
る
の
み
で
、
君
恩
に

応
え
る
こ
と
は
せ
ず
と
し
て
、
か
か
る
奴
輩
は
福
も
威
も
太
子
に
依
る
の
で
、
そ
の
交
じ
わ
り
を
す
ぐ
に
断
た
ね
ば
、
か
な
ら
ず
愆あ

や

非ま
り

が

生
ず
と
す
る
。
そ
し
て
ホ
よ
い
評
判
を
積
ま
ね
ば
、
の
ち
に
悔
い
て
も
何
に
な
ろ
う
と
し
て
、『
書
経
』
旅り

ょ
ご
う獒

篇
の
「
無
益
を
作な

し
て
有

益
を
害
せ
ざ
れ
ば
功
乃す

な
わち

成
る
。」
を
示
し
、
無
益
に
耽
楽
す
べ
か
ら
ず
と
警
告
す
る
の
で
あ
る
。
末
尾
の
ヘ
と
ト
は
、
李
賢
の
と
る
べ

き
行
動
規
範
を
示
し
て
、
と
く
に
「
畋
猟
遊
娯
」
に
言
及
す
る
が
、
そ
れ
は
章
懐
太
子
墓
に
描
か
れ
た
「
狩
猟
出
行
図
」
や
「
打
馬
球
図
」

を
想
起
さ
せ
、
李
賢
が
そ
れ
を
好
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
騎
馬
の
訓
練
と
し
て
唐
朝
の
皇
子
に
奨
励
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
韋
承
慶
は
そ
の
「
縱
逞
」
を
戒
め
た
の
あ
る
。
以
上
、
韋
承
慶
が
質
し
た
の
は
常
識
外
の
築
造
と
濫
費
の
停
止
お
よ
び
僕
隷
小
人

の
追
放
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
見
て
く
る
と
、
立
太
子
の
こ
ろ
に
見
ら
れ
た
実
直
さ
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
ざ
る
得
な
い
。
何
ゆ
え
李
賢
は
こ
こ
ま
で
堕
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ち
た
の
か
。
私
は
そ
こ
に
『
後
漢
書
注
』
に
起
因
す
る
武
后
一
党
の
圧
力
を
躱か

わ

す
意
図
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
儒
教
的
な
正
義
を

掲
げ
て
高
宗
お
よ
び
則
天
武
后
に
譲
位
を
迫
り
、
殺
害
さ
れ
た
兄
李
弘
と
は
異
な
り
、
自
己
の
世
界
に
惑
溺
し
て
政
治
的
野
心
の
な
い
こ

と
を
示
し
て
母
則
天
武
后
の
魔
手
を
逸
ら
そ
う
と
し
た
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
生
き
残
り
を
か
け
た
戰
略
に
ほ
か
な
ら

ぬ
が
、
結
論
か
ら
す
る
と
、
そ
こ
で
生
じ
た
僕
隷
小
人
と
の
交
流
が
明
崇
𠑊
の
殺
害
に
つ
な
が
り
、
そ
の
直
後
の
監
国
就
任
と
相
俟
っ
て

一
時
的
に
攻
勢
に
転
じ
た
も
の
の
、
史
料
が
沈
黙
す
る
一
年
余
の
暗
闘
に
李
賢
は
完
敗
し
、
廃
詘
、
謫
徙
、
自
殺
へ
と
追
い
こ
ま
れ
る
の

で
あ
る
。

李
賢
の
廃
詘
と
長
安
幽
閉

　
こ
こ
で
『
資
治
通
鑑
』
永
隆
元
年
（
六
八
〇
）
の
条
に
よ
っ
て
明
崇
𠑊
の
殺
害
と
李
賢
廃
詘
の
顛
末
を
確
認
し
た
い
。

イ
崇
𠑊
死
し
て
賊
得
ざ
る
に
及
び
、
天
后
、
太
子
の
為
す
所
を
疑
う
。
ロ
太
子
頗
る
声
色
を
好
み
、
戸
奴
趙
道
生
等
と
狎こ

う

昵じ
つ

し
、
多

く
之
に
金
帛
を
賜
う
。
司
議
郎
韋
承
慶
上
書
し
て
諫
む
る
も
、
聴
か
ず
。
天
后
人
を
し
て
其
の
事
を
告
げ
し
む
。
薛
元
超
、
裴
炎
に

詔
し
て
御
史
大
夫
高
智
周
等
と
与
に
雑

あ
つ
ま

り
て
之
を
鞫

せ
め
た
だし

、
東
宮
の
馬
坊
に
皁そ
う

甲こ
う

数
百
領
を
搜
得
し
、
以
て
反
具
と
為
す
。
道
生
も
又

た
太
子
、
道
生
を
し
て
崇
𠑊
を
殺
せ
し
を
款
称
す
。
ハ
上
素も

と

よ
り
太
子
を
愛
し
、
遅
回
し
て
之
を
宥ゆ

る

さ
ん
と
欲
す
。
天
后
曰
く
、
人

の
子
為
り
て
逆
謀
を
懐
く
は
、
天
地
の
容
れ
ざ
る
所
な
り
。
大
義
は
親
を
も
滅
す
。
何
ぞ
赦
す
べ
け
ん
や
、
と
。
ニ
甲
子
、
太
子
を

廃
し
て
庶
人
と
為
し
、
右
監
門
中
郎
将
令
狐
智
通
等
を
し
て
賢
を
送
り
て
京
師
に
詣
り
、
別
所
に
幽
せ
し
む
。
党
与
は
皆
な
誅
に
伏

す
。
仍な

お
其
の
甲
は
天
津
橋
の
南
に
焚
き
、
以
て
士
民
に
示
す
。

　
す
な
わ
ち
イ
は
、
明
崇
𠑊
の
殺
害
か
ら
一
年
余
が
過
ぎ
て
も
犯
人
が
特
定
で
き
ぬ
こ
と
に
業
を
煮
や
し
た
則
天
武
后
は
李
賢
の
関
与
を

疑
っ
た
と
す
る
。
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さ
て
、
こ
の
間
の
李
賢
の
動
向
は
左
が
確
認
で
き
る
の
み
で
、
監
国
の
解
任
時
も
特
定
で
き
な
い
。

（
永
隆
元
年
）
春
二
月
癸
丑
、
上
、
汝
州
の
温
湯
に
幸
す
、
戊
午
、
嵩
山
の
所
士
三
原
の
田
遊
巖
の
所
居
に
幸
す
。
己
未
、
道
士
宗

城
の
潘
師
正
の
所
居
に
幸
す
。
上
及
び
天
后
、
太
子
皆
な
之
を
拝
す
。
乙
丑
、
東
都
に
還
る
。�

（『
資
治
通
鑑
』
永
隆
元
年
の
条
）

こ
れ
は
洛
陽
周
辺
を
巡
幸
す
る
高
宗
と
則
天
武
后
に
扈
従
し
た
と
す
る
が
、
こ
の
十
日
余
の
小
旅
に
お
い
て
も
母
子
の
闘
争
は
止
ま
な

か
っ
た
は
ず
で
、
ほ
ど
な
く
則
天
武
后
は
李
賢
の
関
与
を
告
発
す
る
。
そ
れ
は
ロ
小
人
を
絶
縁
し
な
か
っ
た
こ
と
を
衝
か
れ
て
東
宮
に
捜

査
の
手
が
伸
び
、
捕
縛
さ
れ
た
趙
道
生
が
李
賢
の
殺
害
教
唆
を
自
白
し
、
さ
ら
に
東
宮
の
馬
坊
か
ら
発
見
さ
れ
た
大
量
の
武
器
が
反
乱
の

具
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
李
賢
の
廃
太
子
は
動
か
ぬ
も
の
と
な
る
。
つ
づ
く
ハ
は
、
李
賢
の
廃
詘
を
迫
ら
れ
た
高
宗
が
裁

可
を
逡
巡
し
、
贖

し
よ
く

宥ゆ
う

を
願
う
も
の
の
則
天
武
后
の
一
喝
に
竦
み
上
が
っ
た
こ
と
。
ニ
は
庶
人
に
落
と
さ
れ
た
李
賢
は
長
安
に
送
ら
れ
て
別

所
に
幽
閉
、
多
く
の
配
下
は
誅
殺
さ
れ
る
と
と
も
に
押
收
し
た
皁
甲
数
百
領
は
洛
陽
城
天
津
橋
の
南
で
焼
却
、
天
下
に
示
さ
れ
た
と
す
る
。

　
こ
の
廃
太
子
に
つ
い
て
『
旧
唐
書
』
高
宗
本
紀
は
、

（
八
月
）
甲
子
、
皇
太
子
賢
を
廃
し
て
庶
人
と
為
し
、
別
所
に
幽
す
。
乙
丑
、
英
王
哲
を
立
て
て
皇
太
子
と
為
す
。
調
露
二
年
を
改

め
て
永
隆
元
年
と
為
し
、
天
下
に
赦
し
、
大
酺
す
る
こ
と
三
日
。

と
す
る
。
こ
れ
は
李
賢
を
廃
位
し
た
翌
日
に
弟
李
哲
（
顕
）
の
立
太
子
と
大
赦
改
元
、
大
酺
を
お
こ
な
う
も
の
で
、
則
天
武
后
が
周
到
な

計
略
と
果
断
な
る
所
置
を
も
っ
て
李
賢
と
の
権
力
闘
争
に
完
勝
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

李
賢
の
巴
州
謫
徙
と
逼
令
自
殺

　
巴
州
謫
徙
は
長
安
別
所
に
幽
閉
さ
れ
て
三
年
余
が
経
過
し
た
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
十
一
月
の
こ
と
、
三
十
歳
の
李
賢
に
妃
嬪
の
房
氏

（
二
十
六
歳
）
と
張
氏
（
三
十
九
歳
）
お
よ
び
十
代
半
ば
の
長
子
か
ら
七
～
八
歳
ほ
ど
の
末
子
ま
で
こ
と
ご
と
く
随
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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左
の
「
皇
太
子
請
給
庶
人
衣
服
表
」
は
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
十
一
月
、
慌
た
だ
し
く
長
安
を
旅
立
つ
李
賢
一
行
を
憐
れ
む
皇
太
子
李
哲

（
の
ち
李
顕
、
中
宗
）
が
崔
融
に
上
表
さ
せ
た
も
の
で
、
そ
の
悲
慘
な
情
況
を
伝
え
て
聖
恩
を
請
う
も
の
で
あ
る
。

臣
某
言
、
⒜
臣
聞
心
有
所
至
、
諒
在
於
聞
天
。
事
或
可
矜
、
必
先
於
叫
帝
。
⒝
庶
人
不
道
、
徙
竄
巴
州
。
臣
以
兄
弟
之
情
、
有
懐
傷

憫
。
⒞
昨
者
臨
発
之
日
、
輒
遣
使
看
、
見
其
縁
身
衣
服
、
微
多
故
弊
、
男
女
下
従
、
亦
稍
單
薄
。
⒟
有
至
於
是
、
雖
自
取
之
、
在
於

臣
心
、
能
無
憤
愴
。
⒠
天
皇
衣
被
天
下
、
子
育
蒼
生
。
特
乞
流
此
聖
恩
、
霈
然
垂
許
。
⒡
其
庶
人
男
女
下
従
等
、
毎
年
所
司
、
春
冬

両
季
、
聴
給
時
服
。
⒢
則
浸
潤
之
沢
、
曲
霑
於
螻
蟻
。
生
長
之
仁
、
不
遺
於
蕭
艾
。
⒣
無
任
私
懇
之
至
、
謹
遣
某
官
奉
表
陳
請
以
聞
。

�

（『
文
苑
英
華
』
巻
六
〇
五
）

こ
こ
で
李
哲
は
「
臣
某
言
え
ら
く
」
と
発
語
し
て
、
ま
ず
⒜
「
臣
聞
く
、
心
に
至

き
わ
ま

る
所
有
れ
ば
、
諒

ま
こ
と

に
天
に
聞も

う

す
在
り
。
事
に
矜

あ
わ
れ

む
べ
き

或あ

れ
ば
、
必
ず
帝
に
叫さ

け

ぶ
を
先

と
う
と

ぶ
、
と
」
と
述
べ
て
心
に
極
ま
る
哀
し
み
は
天
帝
に
上
聞
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
歎
願

す
る
。
す
な
わ
ち
⒝
「
庶
人
不
道
に
し
て
、
巴
州
に
徙
竄
さ
る
。
臣
は
兄
弟
の
情
を
以
て
、
傷
憫
を
懐
く
有
り
」
と
し
て
、
臣
は
不
道
ゆ

え
巴
州
に
謫
徙
さ
れ
る
庶
人
賢
に
兄
弟
の
情
か
ら
憫
み
を
懐
い
て
、
⒞
「
昨き

の
う者

、
発
す
る
の
日
に
臨
み
、
輒

す
な
わ

ち
使
を
遣
し
て
看
せ
し
む
る

に
、
其
れ
縁
身
の
衣
服
は
、
微
に
し
て
故
弊
多
く
、
男
女
の
下
従
も
、
亦
た
単
薄
を
稍

ひ
と
し

う
す
る
を
見
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
⒟
「
是
に
至

る
に
有
り
て
は
、
自
ら
之
を
取
る
と
雖
も
、
臣
の
心
に
在
り
て
は
、
能
く
憤
愴
を
無
か
ら
し
め
ん
」
と
し
て
、
そ
れ
は
李
賢
自
身
が
招
い

た
罪
と
は
い
え
、
わ
が
心
は
悲
愴
に
沈
み
、
そ
れ
を
払
い
去
る
術
が
な
い
と
す
る
。
そ
こ
で
李
哲
は
高
宗
に
訴
え
て
、
⒠
「
天
皇
は
天
下

を
衣
被
し
、
子
は
蒼
生
に
育
つ
。
特
に
乞
う
此
に
聖
恩
を
流

あ
ま
ね

く
し
て
、
霈
然
と
し
て
許
し
を
垂
れ
ん
こ
と
を
」。
⒡
「
其
の
庶
人
の
男
女

下
従
等
に
、
年
毎ご

と

に
所
司
を
し
て
春
冬
両
季
に
時
服
を
給
す
る
こ
と
を
聴ゆ

る

せ
」
と
懇
願
し
、
あ
わ
せ
て
⒢
「
則
ち
浸
潤
の
沢

な
さ
け

は
、
曲

つ
ぶ
さ

に
螻ろ

う

蟻ぎ

を
霑

う
る
お

し
、
生
長
の
仁
は
、
蕭

し
よ
う

艾が
い

を
遺す

て
ず
」
と
し
て
君
の
恵
み
と
情
け
と
が
下
々
に
お
よ
ぶ
こ
と
を
讃
え
て
、
⒣
「
私
懇
の
至
に
任
せ

る
こ
と
無
く
、
謹
ん
で
某
官
を
遣
し
て
表
を
奉
じ
、
請
を
陳
べ
以
て
聞
す
」
と
む
す
ぶ
の
で
あ
る
。
末
尾
の
⒣
は
皇
太
子
の
立
場
を
顧
み
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て
公
私
を
分
か
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
、右
の
一
文
は
兄
賢
と
弟
哲
と
が
兄
弟
中
で
最
も
親
し
か
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
と
と
も
に
、

陰
暦
十
一
月
の
寒
天
の
も
と
微
賎
の
弊
服
を
身
に
ま
と
っ
て
悄
然
と
巴
州
に
落
ち
て
い
く
李
賢
一
行
の
行
路
難
と
配
所
に
待
ち
う
け
る
苦

難
と
を
想
像
さ
せ
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
李
賢
が
巴
州
に
流
さ
れ
た
直
後
の
永
淳
二
年
十
二
月
、
高
宗
が
崩
御
し
て
同
日
中
に
中
宗
（
李
顕
）
が
即
位
、
皇
太
后
と
な
っ

た
則
天
武
后
の
も
と
で
新
た
な
臨
朝
称
制
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
ほ
ぼ
二
か
月
が
経
過
し
た
嗣
聖
元
年
（
六
八
四
）
二
月
戊
午
に
中
宗

は
廃
さ
れ
、
そ
の
翌
日
の
文
明
元
年
二
月
己
未
に
睿
宗
（
李
旦
）
の
即
位
と
臨
朝
称
制
の
継
続
が
天
下
に
示
さ
れ
た
。
こ
の
朝
廷
の
変
転

は
李
賢
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
混
乱
に
起
因
す
る
自
身
の
死
が
迫
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
死
に
つ
い
て
『
旧
唐
書
』
李
賢
伝
は
、

文
明
元
年
、
則
天
臨
朝
し
、
左
金
吾
将
軍
丘
神
勣
を
し
て
巴
州
に
往
き
て
賢
の
宅
を
検
校
し
、
以
て
外
虞
に
備
え
ん
と
す
。
神
勣
遂

に
別
室
を
閉
ざ
し
、
逼せ

ま

り
て
自
殺
せ
し
む
。
年
三
十
二
。

と
記
す
。
こ
の
唐
突
と
も
い
え
る
李
賢
の
死
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
近
い
形
で
中
宗
を
廃
し
て
政
権
奪
取
を
敢
行
し
た
則
天
武
后
が
混
乱
を

避
け
る
た
め
に
実
行
し
た
と
し
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
な
お
こ
こ
で
は
「
年
三
十
二
」
に
つ
く
る
が
、『
新
唐
書
』
李
賢
伝
は
「
年
三
十
四
」
に
つ
く
る
な
ど
諸
説
あ
っ
て
混
乱
が
生
じ
て
い

る
が
、
一
九
七
二
年
に
章
懐
太
子
墓
か
ら
出
土
し
た
「
雍
王
墓
誌
」
は
「
文
明
元
年
二
月
廿
日
、
巴
州
の
別
館
に
薨
ず
。
春
秋
卅
有
一
」

と
し
、「
章
懐
墓
誌
」
は
「
文
明
元
年
二
月
廿
七
日
を
以
て
、
巴
州
の
公
館
に
終

み
ま
か

る
。
春
秋
卅
有
一
」
と
す
る
こ
と
か
ら
現
在
は
享
年

三
十
一
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
卒
月
日
に
つ
い
て
も
両
『
唐
書
』
と
『
資
治
通
鑑
』
に
二
月
説
と
三
月
説
が
並
立
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
私
は
「
雍
王
墓
誌
」
に

「
二
月
廿
日
」
ま
た
「
章
懐
墓
誌
」
に
「
二
月
廿
七
日
」
と
明
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
二
月
説
が
正
し
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
そ
の
相
違
に

つ
い
て
は
、
李
賢
の
完
全
な
名
誉
回
復
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
「
章
懐
墓
誌
」
に
刻
む
二
月
二
十
七
日
が
順
当
と
考
え
る
が
、
七
日
の
ズ



―17―

レ
が
生
じ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　
さ
い
ご
に
、
李
賢
の
訃
報
に
接
し
た
則
天
武
后
は
洛
陽
城
の
顕
福
門
に
出
御
し
て
挙
哀
す
る
と
と
も
に
丘
神
勣
を
疊
州
刺
史
に
左
遷
し

た
。
つ
い
で
翌
垂
拱
元
年
（
六
八
五
）
三
月
に
故
李
賢
に
雍
王
を
追
贈
、
四
月
に
は
李
知
十
を
遣
わ
し
て
王
礼
を
も
っ
て
李
賢
の
葬
柩
を

巴
州
化
城
県
境
に
埋
葬
さ
せ
た
。
李
知
十
が
統
括
し
た
こ
の
儀
式
は
李
賢
の
名
の
も
と
で
兵
を
挙
げ
た
李
敬
業
の
乱
を
鎮
圧
し
た
あ
と
に

な
さ
れ
た
も
の
で
、
極
め
て
政
治
性
の
高
い
儀
式
な
の
で
あ
る
。

李
敬
業
の
乱
と
雍
王
追
贈

　
李
敬
業
の
乱
と
は
高
宗
の
崩
御
後
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
則
天
武
后
の
専
横
に
対
し
て
、
建
国
の
功
臣
李り

勣せ
き

の
孫
李
敬
業
が
揚
州
で

挙
兵
し
た
も
の
で
、
結
論
か
ら
す
る
と
光
宅
元
年
（
六
八
四
）
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
三
か
月
余
で
鎮
圧
さ
れ
る
が
、
最
盛
期
に
は
十

余
万
の
勝
兵
を
糾
合
し
て
揚
・
潤
、
楚
三
州
に
ま
た
が
る
大
乱
と
な
っ
て
唐
朝
を
震
撼
さ
せ
た
。
反
乱
の
報
に
接
し
た
則
天
武
后
は
、
太

宗
が
李
勣
に
賜
っ
た
国
姓
（
李
）
を
剥
奪
し
て
元
姓
の
「
徐
」
に
も
ど
し
て
徐
敬
業
と
し
た
が
、
そ
の
幕
僚
の
駱
賓
王
が
起
草
し
た
檄
文

の
「
一い

つ

抔ぽ
う

の
土
未
だ
乾
か
ざ
る
に
、
六
尺
の
孤
安い

ず

く
に
か
在
る
」
の
一
句
は
則
天
武
后
を
驚
愕
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
左
の
事
例
で
あ
る
。

⑴�

（
光
宅
元
年
十
月
）、
是
よ
り
先
、
太
子
賢
、
天
后
の
廃
す
る
所
と
為
り
、
巴
州
に
死
す
。
敬
業
乃
ち
状
貌
の
賢
に
似
る
者
を
求
め
、

城
中
に
置
き
て
、
之
を
奉
じ
て
主
と
為
し
て
云
え
ら
く
、
賢
は
本
よ
り
死
せ
ず
、
と
。�

（『
旧
唐
書
』
巻
六
七
李
勣
伝
付
李
敬
業
伝
）

⑵�

敬
業
、
人
貌
の
故
太
子
賢
に
類に

る
者
を
求
得
し
、
衆
に
紿

あ
ざ
む

き
て
云
え
ら
く
、
賢
は
死
せ
ず
。
亡の

が

れ
て
此
の
城
中
に
在
り
て
、
吾
に

属す
す

め
て
挙
兵
せ
し
む
。
因
り
て
奉
じ
以
て
号
令
す
、
と
。�

（『
資
治
通
鑑
』
光
宅
元
年
の
条
）

右
の
⑴
・
⑵
を
見
る
と
、
李
敬
業
は
李
賢
に
容
貌
の
似
る
者
を
盟
主
に
仕
立
て
て
、
そ
の
命
を
奉
じ
て
挙
兵
し
た
こ
と
を
宣
言
す
る
が
、
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そ
れ
は
皇
太
子
李
賢
の
廃
位
と
薨
去
と
が
理
不
尽
な
も
の
と
し
て
同
情
を
集
め
、
そ
れ
を
強
い
て
唐
朝
を
奪
お
う
と
す
る
則
天
武
后
に
対

す
る
憤
怒
の
声
が
天
下
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
「
賢
は
本
よ
り
死
せ
ず
」
と
か
「
吾
に

属す
す

め
て
挙
兵
せ
し
む
」
と
す
る
言
葉
が
連
呼
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
李
賢
の
名
が
州
県
を
呼
応
さ
せ
る
ほ
ど
の
威
力
を
も
ち
、
則

天
武
后
を
弾
劾
す
る
象
徴
的
な
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

　
さ
て
、
李
敬
業
の
乱
は
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
大
将
軍
李
孝
逸
が
率
い
る
三
十
万
の
討
伐
軍
に
鎮
圧
さ
れ
る
が
、
そ
の
副
将
に
李
知
十

の
名
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
こ
の
人
物
は
則
天
武
后
の
命
を
奉
じ
て
巴
州
に
下
向
し
、
故
李
賢
を
雍
王
に
追

封
す
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
反
乱
平
定
よ
り
四
か
月
ほ
ど
の
ち
で
あ
る
。
平
定
ま
も
な
い
こ
の
時
点
で
李
知
十
を
巴
州
に
派
遣
し
た
の
は
、

李
賢
の
名
を
旗
印
に
掲
げ
た
大
乱
に
圧
勝
し
て
、
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
副
将
が
手
ず
か
ら
故
李
賢
に
雍
王
追
封
と
王
礼
に
よ
る
葬
儀
の
執

行
を
宣
す
る
こ
と
で
李
賢
の
悲
運
に
憤
激
し
、
そ
の
不
死
を
願
う
天
下
の
世
論
と
則
天
武
后
を
難
ず
る
縦
論
横
議
に
終
止
符
を
打
と
う
と

し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
李
知
十
を
派
遣
し
た
則
天
武
后
の
政
治
力
に
は
瞠
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

中
宗
の
重
祚
と
李
賢
の
帰
葬

　
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
正
月
、
宰
相
張
柬
之
と
右
羽
林
衛
大
将
軍
李
多
祚
ら
が
決
起
し
て
則
天
武
后
の
寵
臣
と
し
て
横
暴
を
極
め
た
張

易
之
、
昌
宗
兄
弟
を
誅
殺
し
、
老
疾
い
ち
じ
る
し
い
武
后
に
譲
位
を
迫
っ
て
皇
太
子
李
顕
（
中
宗
）
が
重
祚
す
る
と
、
国
号
を
唐
に
復
し

て
宗
廟
社
稷
か
ら
官
名
服
飾
に
い
た
る
諸
制
度
を
高
宗
の
永
淳
元
年
（
六
八
二
）
以
前
に
も
ど
す
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。
そ
の
褒
賞
の
除

目
で
注
目
に
値
す
る
の
が
「
皇
親
の
先
に
配
没
せ
ら
る
者
、
子
孫
の
属
籍
を
復
せ
し
め
、
仍
ち
官
爵
を
量
敍
せ
よ
」
と
す
る
勅
命
で
あ
る
。

こ
れ
は
則
天
武
后
の
臨
朝
称
制
期
お
よ
び
武
周
時
代
に
配
流
、
没
官
、
誅
殺
さ
れ
た
皇
族
と
子
孫
の
復
籍
と
官
爵
の
追
贈
を
い
う
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
李
賢
の
名
誉
回
復
と
帰
葬
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
旧
唐
書
』
李
賢
傳
に
、
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神
龍
の
初
め
、
司
徒
を
追
贈
し
、
仍
ち
使
を
遣
わ
し
て
其
の
喪
柩
を
迎
え
、
乾
陵
に
陪
葬
せ
し
む
。

と
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
「
雍
王
墓
誌
」
に
よ
っ
て
具
体
的
な
情
況
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

①
主
上
端た

ん

旒り
ゆ
うの

黄
屋
も
て
、
位
を
紫
宸
に
正
し
、
扆い

を
負
い
て
長
懐
し
、
崗お

か

に
陟の

ぼ

り
て
永
歎
す
ら
く
、
②
飛ひ

鴒れ
い

の
遽に

わ

か
に
絶
ゆ
る
を

痛
み
、
断
鴈
の
逾い

よ

い
よ
孤
な
る
を
切た

だ

さ
ん
、
と
。
③
廼
ち
司
存
に
命
じ
て
、
緬は

る

か
に
休
烈
を
追
す
。
神
龍
二
年
、
又
た
制
命
を
加
え

て
雍
王
に
冊
贈
す
。
礼
は
漢
蒼
よ
り
盛

さ
か
ん

に
し
て
、
恩
は
晉
献
を
踰こ

ゆ
る
な
り
。
④
乃
ち
金
紫
光
禄
大
夫
、
行
衛
尉
卿
、
上
柱
国
、
西

河
郡
開
国
公
楊
元
琰
、
正
議
大
夫
、
行
太
子
率
更
令
、
騎
都
尉
、
韓
国
公
賀
蘭
琬
に
勅
し
て
、
喪
事
を
監
護
せ
し
む
。
司
徒
に
冊
贈

し
て
、
仍
ち
乾
陵
に
陪
葬
せ
し
む
。
⑤
神
龍
二
年
七
月
一
日
を
以
て
窆へ

ん

に
遷
す
。
礼
な
り
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
①
重
祚
し
た
中
宗
は
黄
屋
の
御
車
を
召
し
て
紫
宸
殿
に
御
し
、
武
周
か
ら
李
唐
に
皇
統
を
正
す
と
と
も
に
、
南
面
し
て

長
懐
し
、
崗お

か

に
陟の

ぼ

っ
て
永
歎
す
る
の
は
、
②
兄
弟
の
情
愛
ふ
か
い
鶺せ

き

鴒れ
い

が
遽に

わ

か
に
切
り
離
さ
れ
、
群
か
ら
は
ぐ
れ
た
鴈

か
り
が
ねの

逾い
よ

い
よ
孤
な
る

を
正
そ
う
と
す
る
思
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
族
か
ら
離
さ
れ
、
遠
く
巴
州
に
う
ち
捨
て
ら
れ
た
李
賢
の
境
遇
に
萬
感
の
思
い
を
寄
せ
る

も
の
で
、
か
つ
て
巴
州
に
落
ち
て
い
く
李
賢
ら
の
平
安
を
願
う
上
表
を
な
し
て
よ
り
、
明
か
す
こ
と
の
な
い
真
情
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
中

宗
は
、
③
司
存
に
命
じ
て
李
賢
の
勳
績
を
調
べ
て
追
褒
し
、
神
龍
二
年
（
七
〇
六
）、
制
命
し
て
雍
王
に
冊
贈
し
た
。
そ
の
礼
制
の
盛
ん

な
る
こ
と
は
漢
代
を
越
え
、
そ
の
恩
寵
の
深
さ
は
晉
の
献
文
子
を
凌
ぐ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
④
楊
元
琰
お
よ
び
賀
蘭
琬
に
敕
し
て
喪

事
を
監
護
さ
せ
、
改
め
て
司
徒
に
冊
贈
し
た
上
で
乾
陵
に
陪
葬
さ
せ
た
。
⑤
そ
の
祔
葬
は
、
神
龍
二
年
七
月
一
日
、
王
の
礼
に
し
た
が
っ

て
執
行
さ
れ
た
と
す
る
。

　
つ
い
で
「
章
懐
墓
誌
」
を
見
る
と
、

①
神
龍
二
年
、
宝
暦
中
興
し
、
宸
居
正
に
反
る
。
恩
制
も
て
司
徒
公
を
追
贈
す
。
②
胤
子
守
礼
を
し
て
巴
州
に
往
き
て
柩
を
迎
え
て

京
に
還
り
、
仍
ち
乾
陵
の
柏
城
内
に
陪
葬
す
る
を
許
す
。
③
京
よ
り
鼓
吹
儀
仗
を
給
し
、
送
り
て
墓
所
に
至
ら
し
む
。

と
あ
り
、
①
は
「
雍
王
墓
誌
」
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
②
③
は
独
自
史
料
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
②
は
李
賢
の
胤
子
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守
礼
を
巴
州
に
遣
し
て
父
の
喪
柩
を
長
安
に
奉
還
さ
せ
、
乾
陵
柏
城
内
に
陪
葬
す
る
こ
と
を
許
す
。
③
は
長
安
よ
り
鼓
吹
儀
仗
を
給
っ
て

墓
所
ま
で
葬
列
を
奉
送
さ
せ
た
と
す
る
の
で
、
故
李
賢
と
一
門
に
対
す
る
厚
遇
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
ま
と
め
る
と
、
李
賢
の
復
権
に
と
も
な
う
乾
陵
陪
葬
は
神
龍
元
年
正
月
二
十
五
日
の
中
宗
重
祚
を
起
点
と
し
て
同
二
年
七
月
一
日

に
新
造
の
雍
王
李
賢
墓
に
祔
葬
さ
れ
る
ま
で
一
年
五
か
月
、
同
元
年
十
一
月
二
十
六
日
の
則
天
武
后
の
崩
御
か
ら
す
る
と
、
わ
ず
か
半
年

余
の
う
ち
に
新
墓
の
造
営
、
喪
柩
の
奉
還
と
祔
葬
が
完
了
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
迅
速
な
対
応
に
は
武
周
を
否
定
し
、
李
唐
の
復
活
を

満
天
下
に
示
す
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

章
懐
太
子
墓
の
構
造

　
章
懐
太
子
墓
（
以
下
、
李
賢
墓
と
も
称
す
）
は
陝
西
省
西
安
市
西
北
郊
に
位
置
す
る
高
宗
と
則
天
武
后
の
同
穴
合
葬
陵
で
あ
る
乾
陵
に

付
属
す
る
十
七
基
の
陪
葬
墓
の
一
つ
で
、
一
九
七
一
年
七
月
か
ら
翌
七
二
年
二
月
に
か
け
て
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
乾
陵
の
東
南
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
同
墓
は
中
宗
の
神
龍
二
年
（
七
〇
六
）
七
月
に
雍
王
李
賢
の
亡
骸
を
乾
陵
に
陪
葬
す
る

た
め
に
新
造
さ
れ
、
さ
ら
に
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
十
月
に
章
懐
太
子
妃
房
氏
を
同
穴
合
葬
す
る
た
め
に
改
修
が
加
え
ら
れ
た
。

　
そ
の
墳
丘
は
版
築
で
築
か
れ
た
角
錐
台
形
で
、
そ
の
基
底
部
は
四
十
三
メ
ー
ト
ル
四
方
、
頂
部
は
十
一
メ
ー
ト
ル
四
方
で
、
高
さ
は

十
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
墳
丘
の
四
囲
に
は
墓
園
を
取
り
囲
む
南
北
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、
東
西
百
四
十
三
メ
ー
ト
ル
の
墻
壁
が
築
か
れ
て

い
た
が
、
今
日
で
は
そ
の
西
、
東
、
東
北
部
の
基
底
部
分
が
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

　
そ
の
内
部
は
、
①
南
端
部
の
入
口
か
ら
最
奥
・
最
深
部
（
墳
丘
下
の
北
端
部
）
に
位
置
す
る
後
墓
室
に
向
か
っ
て
直
伸
・
傾
斜
す
る
幅

二･

五
～
三･

三
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
の
墓
道
。
②
幅
二･

二
～
二･
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二･

八
～
三
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

二･

七
～
三･

四
メ
ー
ト
ル
で
傾
斜
す
る
過
洞
が
四
か
所
。
③
幅
三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
九
～
十
二
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一･

八
～
二
メ
ー
ト
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ル
の
天
井
が
四
か
所
あ
る
。
な
お
第
四
天
井
は
前
甬
道
上
に
あ
る
た
め
未
発
掘
で
あ
る
が
、
④
第
一
天
井
か
ら
第
三
天
井
ま
で
の
基
底
部

に
は
東
西
に
各
二
か
所
づ
つ
合
計
六
か
所
の
便
房
（
小
龕
）
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
三
彩
の
鎮
墓
獣
、
立
俑
、
騎
馬
俑
、
彩
絵

器
皿
、
緑
釉
花
盆
な
ど
多
く
の
随
葬
品
が
收
め
ら
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
か
ら
奥
は
⑤
幅
一･

七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二･

一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
十
四
メ
ー
ト
ル
の
前
甬
道
が
伸
び
、
そ
の
中
間
よ
り

や
や
南
寄
り
に
木
門
址
が
あ
り
、
付
近
か
ら
一
対
の
鍍
金
鋪
首
お
よ
び
多
数
の
鍍
金
門
釘
が
出
土
し
た
。
ま
た
前
甬
道
の
北
端
部
で
は
瑞

獣
銘
文
鏡
が
一
枚
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
前
甬
道
は
、
⑥
四･

五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
正
方
形
の
壁
面
に
中
央
部
の
高
さ
が
六
メ
ー
ト
ル

の
穹
窿
型
天
井
を
も
つ
前
墓
室
に
接
続
し
、
さ
ら
に
石
門
を
経
て
⑦
幅
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二･

一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
九
メ
ー
ト
ル

の
後
甬
道
が
つ
づ
く
。
な
お
、
こ
の
石
門
は
盗
掘
者
に
よ
っ
て
破
壞
さ
れ
て
い
た
。
最
奥
部
に
は
⑧
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
正
方
形
の
壁
面

に
中
央
部
の
高
さ
が
六･

五
メ
ー
ト
ル
の
穹
窿
型
天
井
を
も
つ
後
墓
室
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
①
墓
道
最
南
端
の
入
口
か
ら
⑧
最
深
部
の
後
墓
室
北
壁
に
い
た
る
総
延
長
は
七
十
一
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
前
半
部
の
墓
道
と
四

過
洞
お
よ
び
四
天
井
ま
で
の
三
十
八
・
五
メ
ー
ト
ル
の
床
面
は
版
築
土
、
後
半
部
の
前
後
甬
道
と
前
後
墓
室
の
床
面
に
は
磚
が
敷
き
つ
め

ら
れ
て
い
る
。

李
賢
の
石
椁
と
懿
徳
・
永
泰
墓

　
後
墓
室
の
西
半
分
に
置
か
れ
た
石
椁
は
一
座
で
、
三
十
三
枚
の
石
板
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
大
き
さ
は
縦
四
メ
ー
ト

ル
、
横
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
で
、
渡
殿
を
模
し
た
石
椁
の
側
面
に
は
蓮
華
、
唐
草
な
ど
の
植
物
紋
様
、
朱
雀
、
飛
鳥
な
ど
の

動
物
紋
様
の
ほ
か
に
幞
頭
を
か
ぶ
り
丸
襟
の
長
袍
を
着
た
男
侍
像
、
高
髷
に
短
衫
長
裙
を
着
用
し
た
女
侍
像
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
装
飾
が
線

刻
さ
れ
て
い
る
。
な
お
頂
蓋
と
し
て
置
か
れ
た
五
枚
の
石
板
の
う
ち
最
南
部
（
墓
室
東
壁
側
か
ら
見
て
左
側
）
の
一
枚
は
動
か
さ
れ
、
ま
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た
南
東
角
の
柱
が
墓
室
南
壁
に
倒
れ
か
か
る
状
態
で
あ
る
た
め
、
盗
掘
者
は

こ
こ
か
ら
石
椁
内
に
侵
入
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
発
掘
時
の
石
椁
内
に
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
余
の
泥
土
が
堆
積
し
て
お
り
、

木
棺
は
朽
ち
は
て
て
跡
形
も
な
く
、
金
銀
の
装
飾
品
や
随
葬
品
は
一
片
も
残

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
東
北
角
か
ら
二
本
の
大
腿
骨
と
頭
骨
の
破
片

が
発
見
さ
れ
た
。
な
お
、
石
椁
と
後
墓
室
西
壁
と
の
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
空

隙
に
堆
積
し
た
泥
土
中
か
ら
も
大
腿
骨
一
本
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
は

房
氏
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
肋
骨
、
脊

椎
骨
、
肩
胛
骨
な
ど
の
破
片
が
前
後
墓
室
、
前
後
甬
道
、
過
洞
、
天
井
な
ど

で
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
出
水
に
よ
っ
て
後
墓
室
か
ら
押
し
出
さ
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
同
墓
か
ら
は
哀
冊
の
残
片
が
出
土
し
た
と
さ
れ

る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

　
最
後
に
、
乾
陵
の
陪
葬
墓
と
し
て
章
懐
太
子
墓
に
隣
接
す
る
懿
徳
太
子
墓

と
永
泰
公
主
墓
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
懿
徳
太
子
（
李
重
潤
）
は
中

宗
と
韋
后
の
第
一
子
、
永
泰
公
主
は
第
六
女
（
韋
后
所
生
の
第
三
女
）
で
、

と
も
に
祖
母
則
天
武
后
の
逆
鱗
に
触
れ
死
を
賜
っ
た
。
重
祚
し
た
中
宗
は
二

人
の
墳
墓
を
改
葬
し
て
陵
と
号
し
、
墓
葬
を
整
え
た
が
、
同
時
期
に
帰
葬
が

か
な
っ
た
李
賢
の
そ
れ
は
王
墓
と
し
て
造
営
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
規
模
、
構

造
、
内
装
、
随
葬
品
な
ど
こ
と
ご
と
く
懿
徳
・
永
泰
に
お
よ
ば
ぬ
こ
と
が
確

「章懐太子李賢墓の内部概念図」

図図
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認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
人
の
改
葬
を
命
じ
た
中
宗
か
ら
す
る
と
、
兄
李
賢
よ
り
も
わ
ず
か
十
九
歳
（
懿
徳
太
子
）
と
十
七
歳
（
永
泰
公

主
）
で
処
刑
さ
れ
た
己
が
長
子
と
第
六
女
が
哀
れ
で
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
人
の
情
か
ら
す
れ
ば
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、

中
宗
が
鴆
殺
さ
れ
て
重
祚
し
た
睿
宗
朝
（
七
一
〇
～
七
一
二
）
の
時
代
に
、
そ
れ
は
礼
制
に
悖も

と

る
行
為
と
し
て
指
弾
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

章
懐
太
子
墓
壁
画
の
概
要

　
こ
こ
で
は
章
懐
太
子
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
墓
壁
画
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
は
じ
め
に
左
の
四
点
を
確
認
し
た
い
。

　
⑴�

李
賢
墓
南
端
の
墓
道
入
口
附
近
か
ら
北
端
最
奥
部
の
後
墓
室
北
壁
に
い
た
る
七
十
一
メ
ー
ト
ル
の
墓
室
壁
面
に
描
か
れ
た
五
十
余

組
、
つ
ご
う
四
百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
い
た
る
壁
画
は
極
盛
期
に
向
か
う
大
唐
世
界
帝
国
の
宮
廷
生
活
を
切
り
取
り
、
極
彩
色
の
絵
画

に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
⑵�

そ
の
作
製
時
期
は
神
龍
二
年
（
七
〇
六
）
年
竣
工
と
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
竣
工
に
二
分
さ
れ
る
。
前
者
は
雍
王
墓
と
し
て
造
営
さ

れ
た
時
の
も
の
と
さ
れ
、
墓
道
入
口
か
ら
第
三
天
井
を
へ
て
第
四
過
洞
ま
で
の
部
分
が
該
当
す
る
。
そ
の
う
ち
墓
道
の
東
壁
に
は
南

か
ら
順
に
図
Ⅰ
「
狩
猟
出
行
図
」、
図
Ⅱ｢

客
使
図｣
、
図
Ⅲ
「
儀
衛
図
」、「
青
龍
図
」
が
描
か
れ
、
ま
た
西
壁
に
は
同
様
に
図
Ⅳ
「
打

馬
球
図
」、「
客
使
図
」、「
儀
衛
図
」、「
白
虎
図
」
が
描
か
れ
て
、
墓
室
に
向
か
っ
て
左
右
対
称
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
鬚し

ゆ

髯ぜ
ん

を
蓄
え
た
兵
士
や
官
員
の
世
界
で
あ
る
。

　
⑶�

後
者
は
章
懐
太
子
妃
房
氏
を
合
葬
す
る
た
め
に
章
懐
太
子
墓
と
し
て
改
造
さ
れ
た
折
の
も
の
で
、
神
龍
二
年
に
画
か
れ
た
壁
画
の
う

ち
前
甬
道
か
ら
後
墓
室
北
壁
ま
で
の
部
分
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
新
た
に
作
製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
⑷�

そ
れ
ら
は
図
Ⅴ
前
甬
道
東
壁
の
「
托
盆
景
侍
女
図
」、
前
墓
室
西
壁
の
図
Ⅵ
「
観
鳥
捕
蟬
図
」、
後
墓
室
東
壁
の
図
Ⅶ
「
小
憩
図
」、

同
北
壁
の
図
Ⅷ
「
游
園
図
」
な
ど
い
ず
れ
も
妃
嬪
お
よ
び
侍
女
や
内
侍
（
宦
官
）
ら
の
群
像
で
、
調
露
二
年
（
六
八
〇
）
に
李
賢
が
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廃
さ
れ
る
以
前
の
、
東
宮
に
お
け
る
私
的
な
生
活
の
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
優
雅
な
群
像
か
ら
は
女
官
た
ち
の
脂
粉
と

と
も
に
装
束
に
炊
き
込
め
ら
れ
た
燻
香
が
漂
う
か
の
よ
う
で
あ
る
。
　

　
以
下
、
簡
単
な
概
説
を
加
え
る
と
、             

図
Ⅰ
「
狩
猟
出
行
図
」（
部
分
）
①

　「
狩
猟
出
行
図
」
は
狩
場
に
向
か
う
五
十
余
騎
と
二
頭
の
駱
駝
が
隊
伍
を
組
ん
で
林
間
を
疾
走
す
る
場
面
を
描
く
。
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

騎
馬
群
像
か
ら
は
馬
を
駆
る
掛
け
声
と
鞭
の
音
、
馬
の
嘶
き
や
馬
蹄
の
響
き
が
轟
く
か
の
よ
う
で
あ
る
。
本
図
は
三
騎
の
先
駆
け
に
つ
づ

く
本
隊
の
拡
大
図
で
、
そ
の
先
頭
を
駆
け
る
白
馬
は
他
を
圧
す
る
馬
体
に
長
い
尾
を
垂
ら
し
、
深
紅
の
鞍
を
置
く
。
騎
乗
者
は
出
行
図
の

な
か
で
一
人
だ
け
紫
灰
色
の
袍
服
を
着
用
す
る
こ
と
か
ら
墓
主
の
李
賢
そ
の
人
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
残
念
な
が

ら
頭
部
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
面
影
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
狩
猟
出
行
図
」（
部
分
）
②

　
出
行
図
最
後
尾
の
拡
大
図
で
あ
る
。
先
頭
の
ひ
と
こ
ぶ
駱
駝
の
背
に
は
馬ば

簾れ
ん

を
施
し
た
赤
い
鞍
が
置
か
れ
、
そ
こ
に
伏
せ
た
鍋
が
括
り

付
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
づ
く
ふ
た
こ
ぶ
駱
駝
は
赤
い
鞍
の
上
に
大
き
な
籠
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
薪
や
調
味
料
な
ど
が
詰
め

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
伴
走
す
る
騎
馬
像
は
獲
物
を
調
理
す
る
料
理
人
た
ち
と
考
え
ら
れ
る
。
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図
Ⅰ
「
狩
猟
出
行
図
」（
部
分
）
①

「
狩
猟
出
行
図
」（
部
分
）
②
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図
Ⅱ
「
客
使
図
」

  
左
の
三
人
は
外
国
使
節
を
応
接
す
る
官
庁
で
あ
る
鴻こ

う

臚ろ

寺じ

の
官

員
、
右
の
三
人
は
李
賢
の
も
と
に
訪
れ
た
東
方
諸
国
か
ら
来
貢
し

た
客
臣
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
墓
道
を
挟
む
西
壁
の
対
称
部
分

に
も
三
人
の
官
員
と
三
人
の
客
臣
で
構
成
さ
れ
る｢

客
使
図｣

が

確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
西
壁
の
「
客
使
図
」

に
つ
い
て
は
詳
細
な
画
像
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
推
測
の
域

を
出
な
い
の
で
あ
る
が
、そ
こ
に
は
西
方
諸
国
の
客
臣
が
描
か
れ
、

東
壁
の
そ
れ
と
東
西
対
称
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
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図
Ⅲ
「
儀
衛
図
」（
部
分
）

　
墓
道
の
東
西
両
壁
面
に
は
各
十
人
一
組
か
ら
な
る
「
儀
衛
図
」

が
描
か
れ
、
李
賢
の
儀
衛
の
情
況
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
東
壁

の
も
の
で
先
頭
に
長
大
肥
満
、
丸
顔
に
鬚
髯
を
置
き
、
も
ろ
手
で

長
剣
を
按
ず
る
隊
長
が
起
立
し
、
そ
れ
に
三
人
一
組
で
都
合
九
人

か
ら
な
る
儀
仗
兵
が
従
っ
て
い
る
。
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図
Ⅳ
「
打
馬
球
図
」（
部
分
）

  
古
代
ペ
ル
シ
ア
に
起
源
を
も
つ
ポ
ロ
は
騎
馬
の
戦
闘
訓
練

を
兼
ね
る
こ
と
か
ら
広
く
伝
播
し
、
唐
朝
で
も
奨
励
さ
れ
て

さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
狩
猟
と
併
せ
て
李
賢
が
こ
れ
に

熱
中
し
、
側
近
が
諫
言
に
お
よ
ん
だ
こ
と
は
十
二
頁
に
あ
る

ご
と
く
で
あ
る
。
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図
Ⅴ
「
托
盆
景
侍
女
図
」

　
東
宮
の
庭
園
に
お
い
て
男
装
の
女
官
が
盆
栽
を
捧
げ
も
つ
。
陶
製
の
浅
い
鉢
（
盆
）
に
土
盛
り
を
し
て
い
く
つ
か
の
小
石
を
置
き
、
草

樹
を
植
え
て
神
仙
蓬
莱
の
世
界
を
具
象
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
盆
栽
を
描
く
も
の
と
し
て
最
古
の
事
例
で
あ
る
。
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図
Ⅵ
「
観
鳥
捕
蟬
図
」

　
左
右
の
女
官
は
と
も
に
高
髻
を
結
い
、
細
袖
の

衫
を
着
て
長
裳
を
は
き
、
肩
掛
を
羽
織
る
。
左
側

の
女
官
は
頭
を
傾
け
て
右
上
に
飛
ぶ
鳥
を
仰
ぎ
見

て
い
る
。
中
央
は
双
髻
を
結
う
男
装
の
女
官
で
、

息
を
詰
め
て
目
の
前
の
樹
に
と
ま
る
蝉
を
捕
え
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
壁
画
は
李
賢
墓
壁
画
中
で
も
傑
出
し
た
作

品
と
さ
れ
る
が
、
現
在
そ
の
所
在
は
不
明
と
さ
れ

る
。
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図
Ⅶ
「
小
憩
図
」（
部
分
）

　
豪
華
堅
牢
な
椅
子
に
腰
掛
け
る
豊
頬
の
貴
婦
人

は
、
穏
や
か
な
が
ら
威
厳
を
た
た
え
る
容
姿
か
ら

三
十
代
半
ば
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
。
後
方
に
ひ
か
え

る
男
装
の
侍
女
の
細
身
の
身
体
や
面
立
ち
に
比
べ

る
と
明
ら
か
に
年
長
で
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ

る
。
こ
の
貴
婦
人
は
、
李
賢
墓
の
も
っ
と
も
神
聖

な
場
所
で
あ
る
後
墓
室
の
東
壁
南
半
に
描
か
れ
て

眼
前
の
石
椁
に
横
臥
す
る
李
賢
に
語
り
か
け
る
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
李
賢
の
良
娣
南
陽

張
氏
に
比
定
さ
れ
る
。
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図
Ⅷ
「
游
園
図
」（
部
分
）

　
築
山
の
樹
下
で
左
脚
を
右
脚
上
に
組
ん
で
石
塊
に

腰
掛
け
、
立
礼
す
る
内
侍
（
宦
官
）
を
見
や
る
二
十

代
後
半
と
覚
し
き
貴
婦
人
の
表
情
は
不
鮮
明
で
あ
る

が
、
全
身
か
ら
釀
し
出
す
雰
囲
気
は
両
側
下
に
ひ
か

え
る
年
若
い
男
装
の
、
あ
る
い
は
年
嵩
の
豊
頬
肥
満

の
侍
女
と
は
異
な
り
、気
高
い
品
格
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
の
貴
婦
人
は
李
賢
墓
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
で
南

面
し
、
眼
前
の
石
椁
に
ね
む
る
李
賢
を
見
守
る
よ
う

に
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
李
賢
の
妃
清
河
房
氏
に
比
定

さ
れ
る
。

　
な
お
一
言
す
る
と
、「
小
憩
図
」
お
よ
び
「
游
園
図
」

は
李
賢
の
東
宮
の
一
齣
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
時
期
は
、
調
露
二
年
（
六
八
〇
）
八

月
の
李
賢
廃
詘
よ
り
少
し
さ
か
の
ぼ
る
こ
ろ
と
な
ろ

う
。
し
か
ら
ば
壁
画
に
描
か
れ
た
房
氏
は
二
十
三
歳

こ
ろ
、
張
氏
は
三
十
六
歳
こ
ろ
と
な
る
。 
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お
わ
り
に

　
本
稿
は
、
拙
著
『
後
漢
書
劉
昭
注
李
賢
注
の
研
究
』(

汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
）
の
諸
篇
を
も
と
に
章
懐
太
子
李
賢
に
関
す
る
概
説
を

述
べ
、
あ
わ
せ
て
李
賢
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
壁
画
に
つ
い
て
も
個
々
に
解
説
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
に
よ
っ
て
李
賢
の
人

物
像
と
『
後
漢
書
注
』
お
よ
び
墓
壁
画
の
全
容
を
記
す
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
が
あ
る
。
別
稿
に
譲
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
付
記  

本
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
課
題
番
号
一
六
Ｈ
〇
〇
〇
一
七
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

 




